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（資料）事業メニュー一覧【期間別】                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成

3
1
年

3
月

1
日

時
点

N
o
.

大
項

目
中

項
目

事
業

N
o
.

小
項

目
概

要
期

間
担

当
部

署

1
①

住
宅

対
策

2
防

疫
活

動
（
浸

水
し

た
家

屋
の

消
毒

等
）

　
浸

水
箇

所
と

浸
水

軒
数

か
ら

大
き

く
8
つ

の
エ

リ
ア

に
分

け
、

大
洲

市
職

員
の

ほ
か

、
他

市
町

の
職

員
・
市

内
の

教
職

員
の

協
力

を
得

て
被

災
家

屋
等

の
消

毒
を

実
施

2
0
1
8
.7

～
2
0
1
8
.1

1
保

険
年

金
課

人
権

啓
発

課

2
9

被
災

障
が

い
者

訪
問

支
援

事
業

　
在

宅
の

被
災

障
が

い
者

に
対

す
る

個
別

訪
問

に
よ

る
早

期
の

現
状

把
握

、
関

係
支

援
機

関
へ

の
つ

な
ぎ

等
を

短
期

集
中

的
に

実
施

2
0
1
8
.8

.2
8
～

2
0
1
8
.9

.7
社

会
福

祉
課

3
1
5

被
災

者
へ

の
就

学
・
就

園
支

援
　

経
済

的
理

由
に

よ
り

就
学

が
困

難
と

な
る

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

保
護

者
に

対
し

て
、

就
学

援
助

制
度

を
活

用
し

た
支

援
　

被
災

状
況

に
応

じ
て

、
保

育
所

、
幼

稚
園

利
用

者
負

担
額

を
減

免

2
0
1
8
.7

～
2
0
1
9
.3

教
育

総
務

課
子

育
て

支
援

課

4
1
6

災
害

援
護

資
金

・
被

災
者

特
別

援
護

資
金

の
貸

付
け

　
対

象
と

な
る

世
帯

の
申

請
に

よ
り

、
罹

災
状

況
に

応
じ

た
上

限
額

ま
で

の
貸

付
け

及
び

災
害

援
護

資
金

の
対

象
と

な
る

こ
と

が
で

き
な

い
世

帯
に

対
す

る
貸

付
け

の
実

施
2
0
1
8
.7

～
2
0
1
8
.1

2
.2

8
社

会
福

祉
課

5
③

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
再

生
2
3

菅
田

地
区

子
ど

も
・
地

域
交

流
広

場
の

復
旧

　
災

害
ゴ

ミ
の

仮
置

き
場

と
し

て
使

用
さ

れ
、

施
設

の
一

部
が

損
壊

し
た

た
め

復
旧

2
0
1
8
.8

～
2
0
1
8
.1

2
地

域
活

力
課

6
②

上
下

水
道

等
の

復
旧

2
7

公
共

下
水

道
施

設
災

害
復

旧
事

業
　

冠
水

に
よ

り
、

柚
木

マ
ン

ホ
ー

ル
ポ

ン
プ

制
御

盤
等

電
気

機
器

類
が

破
損

し
、

応
急

的
に

仮
設

制
御

盤
で

稼
働

さ
せ

て
い

る
た

め
、

本
復

旧
工

事
を

実
施

2
0
1
8
.7

～
2
0
1
9
.3

下
水

道
課

7
3
0

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
復

旧
　

床
上

浸
水

（
3
2
㎝

）
に

よ
る

電
話

設
備

、
下

水
施

設
、

地
下

灯
油

タ
ン

ク
、

空
調

、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
等

施
設

の
復

旧
2
0
1
8
.7

～
2
0
1
9
.3

大
洲

市
保

健
セ

ン
タ

ー

8
3
2

肱
川

支
所

庁
舎

の
復

旧
　

床
上

浸
水

（
4
2
4
㎝

）
に

よ
る

2
階

事
務

所
（
床

上
9
0
㎝

）
等

の
復

旧
2
0
1
8
.7

～
2
0
1
8
.1

2
肱

川
支

所

9
3
3

肱
川

保
健

セ
ン

タ
ー

の
復

旧
　

2
階

床
上

浸
水

（
4
0
㎝

）
に

よ
る

事
務

室
等

の
復

旧
2
0
1
8
.1

0
～

2
0
1
9
.3

肱
川

支
所

1
0

3
4

肱
川

基
幹

集
落

セ
ン

タ
ー

の
復

旧
　

床
上

浸
水

（
2
8
0
㎝

）
に

よ
る

事
務

室
等

の
復

旧
2
0
1
8
.1

0
～

2
0
1
9
.3

肱
川

支
所

1
1

3
8

都
市

公
園

肱
川

緑
地

多
目

的
グ

ラ
ウ

ン
ド

災
害

復
旧

事
業

グ
ラ

ウ
ン

ド
が

浸
水

し
、

大
量

の
真

砂
土

が
流

出
し

た
上

、
全

体
的

に
グ

ラ
ウ

ン
ド

が
波

打
っ

て
お

り
、

管
理

道
と

の
接

合
部

分
は

段
差

が
生

じ
、

大
変

危
険

な
状

態
で

あ
る

こ
と

か
ら

の
復

旧
2
0
1
8
.7

～
2
0
1
9
.3

文
化

ス
ポ

ー
ツ

課

1
2

3
9

都
市

公
園

肱
川

緑
地

河
川

敷
グ

ラ
ウ

ン
ド

災
害

復
旧

事
業

グ
ラ

ウ
ン

ド
が

浸
水

し
、

大
量

の
真

砂
土

が
流

出
し

た
上

、
全

体
的

に
グ

ラ
ウ

ン
ド

が
波

打
っ

て
お

り
、

場
所

に
よ

っ
て

は
下

地
が

見
え

る
状

態
で

あ
る

こ
と

か
ら

の
復

旧
2
0
1
8
.7

～
2
0
1
9
.2

文
化

ス
ポ

ー
ツ

課

1
3

4
0

予
子

林
体

育
館

裏
法

面
崩

土
除

去
事

業
　

体
育

館
敷

地
裏

側
の

法
面

が
崩

落
し

、
近

隣
の

農
地

に
土

砂
が

流
入

し
た

こ
と

か
ら

の
復

旧
2
0
1
8
.7

～
2
0
1
8
.1

1
文

化
ス

ポ
ー

ツ
課

1
4

5
0

学
校

施
設

災
害

復
旧

事
業

　
床

上
浸

水
等

に
よ

り
２

幼
稚

園
、

４
小

学
校

、
２

中
学

校
が

被
災

し
た

こ
と

か
ら

の
復

旧
2
0
1
8
.7

～
2
0
1
9
.3

教
育

総
務

課

1
5

5
4

被
災

農
業

者
向

け
経

営
体

育
成

支
援

事
業

費
補

助
金

　
国

、
県

、
市

が
連

携
し

て
、

農
業

経
営

者
の

農
業

施
設

（
ハ

ウ
ス

等
）
、

機
械

等
の

修
繕

・
更

新
等

を
支

援
す

る
制

度
を

創
設

し
、

農
業

経
営

者
の

生
産

・
経

営
の

早
期

再
建

と
営

農
の

安
定

化
を

図
る

た
め

、
復

 旧
・
復

興
に

要
す

る
経

費
の

補
助

を
緊

急
的

に
実

施

2
0
1
8
.9

～
2
0
1
9
.3

農
林

水
産

課

1
6

5
5

平
成

3
0
年

7
月

豪
雨

被
災

農
林

漁
業

者
特

別
援

護
資

金
貸

付
事

業
　

農
林

漁
業

用
財

産
に

被
害

を
受

け
た

方
の

、
事

業
再

建
の

た
め

低
利

の
融

資
制

度
を

創
設

2
0
1
8
.9

～
2
0
1
9
.3

農
林

水
産

課

1
7

6
0

豪
雨

被
害

営
農

継
続

緊
急

支
援

事
業

　
県

、
市

、
J
A

が
連

携
し

て
、

被
災

農
作

物
の

樹
（
草

）
勢

回
復

・
植

え
直

し
な

ど
を

支
援

す
る

制
度

を
創

設
し

、
農

作
物

の
樹

(草
)勢

回
復

・
防

除
等

や
植

え
直

し
の

支
援

、
コ

ン
バ

イ
ン

や
乾

燥
調

整
施

設
等

が
被

災
し

た
場

合
の

収
穫

調
整

作
業

の
委

託
又

は
代

替
機

械
の

導
入

の
支

援
な

ど
、

被
災

し
た

圃
場

の
復

旧
支

援
を

応
急

的
に

実
施

2
0
1
8
.9

～
2
0
1
9
.3

農
林

水
産

課

1
8

6
1

豪
雨

被
害

営
農

再
開

緊
急

支
援

事
業

　
国

・
県

・
市

が
連

携
し

て
、

被
災

農
作

物
の

次
期

作
等

に
必

要
な

種
苗

な
ど

消
費

材
や

、
作

物
転

換
な

ど
の

必
要

な
生

産
資

材
の

購
入

、
農

業
用

機
械

リ
ー

ス
導

入
、

堆
肥

等
の

追
加

的
な

投
入

な
ど

、
復

旧
に

要
す

る
経

費
の

補
助

を
緊

急
的

に
実

施

2
0
1
8
.9

～
2
0
1
9
.3

農
林

水
産

課

1
9

6
2

豪
雨

被
害

畜
産

担
い

手
緊

急
支

援
事

業
　

国
・
県

・
市

が
連

携
し

て
、

畜
産

農
家

の
早

期
復

旧
を

図
る

た
め

、
施

設
及

び
機

械
等

の
修

繕
・
再

建
、

資
材

の
購

入
、

施
設

内
の

地
盤

崩
落

箇
所

の
修

復
に

係
る

作
業

委
託

等
な

ど
、

復
旧

・
復

興
に

要
す

る
経

費
の

補
助

を
緊

急
的

に
実

施

2
0
1
8
.9

～
2
0
1
9
.3

農
林

水
産

課

2
0

②
商

工
業

の
再

建
支

援
7
0

肱
川

商
業

集
積

施
設

の
復

旧
　

床
上

浸
水

（
2
0
0
㎝

）
に

よ
る

各
施

設
の

復
旧

2
0
1
8
.7

～
2
0
1
9
.3

肱
川

支
所

2
1

7
1

観
光

施
設

等
復

旧
事

業
　

浸
水

被
害

を
受

け
た

清
流

の
里

ひ
じ

か
わ

、
う

か
い

レ
ス

ト
プ

ラ
ザ

、
如

法
寺

河
原

公
衆

便
所

、
ト

イ
レ

カ
ー

及
び

土
砂

災
害

を
受

け
た

鹿
野

川
荘

の
復

旧
・
更

新
2
0
1
8
.7

～
2
0
1
9
.2

観
光

ま
ち

づ
く
り

課

2
2

7
2

観
光

イ
ベ

ン
ト

再
開

事
業

　
う

か
い

事
業

は
、

仮
設

乗
船

場
を

整
備

し
8
月

7
日

か
ら

再
開

　
い

も
た

き
事

業
は

、
如

法
寺

河
原

が
土

砂
の

堆
積

に
よ

り
使

用
出

来
な

い
た

め
、

会
場

を
肱

川
緑

地
公

園
に

変
更

し
9
月

7
日

よ
り

開
催

(開
催

期
間

に
変

更
無

し
)

2
0
1
8
.7

～
2
0
1
8
.9

.7
観

光
ま

ち
づ

く
り

課

2
3

４
 防

災
力

の
向

上
①

防
災

対
策

の
強

化
7
6

避
難

判
断

基
準

の
見

直
し

　
現

行
の

避
難

判
断

基
準

に
つ

い
て

は
、

明
確

な
基

準
が

な
か

っ
た

り
、

水
位

に
よ

る
判

断
の

み
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

ダ
ム

放
流

量
等

に
よ

る
基

準
の

設
定

や
、

地
域

の
追

加
な

ど
に

つ
い

て
検

討
を

行
い

、
避

難
判

断
基

準
の

見
直

し
を

図
る

2
0
1
8
.1

0
～

2
0
1
9
.3

危
機

管
理

課

【
短

期
対

策
】
（
～

2
0
1
8
年

度
）

１
 市

民
生

活
の

再
生

②
生

活
再

建
支

援

２
 生

活
基

盤
の

再
生

③
公

共
施

設
等

の
復

旧
、

機
能

回
復

２
 生

活
基

盤
の

再
生

③
公

共
施

設
等

の
復

旧
、

機
能

回
復 ③

観
光

の
再

興

①
農

林
水

産
業

の
再

生
・
再

興

３
 経

済
・
産

業
の

再
生
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平
成

31
年

3月
1日

時
点

N
o.

大
項

目
中

項
目

事
業

N
o.

小
項

目
概

要
期

間
担

当
部

署

1
1

住
家

等
の

浸
水

等
の

調
査

　
水

害
等

に
よ

り
被

災
し

た
木

造
等

住
家

の
浸

水
深

の
計

測
や

非
木

造
住

家
の

部
位

別
判

定
を

実
施

20
18

.7
～

20
19

.7
税

務
課

2
3

全
壊

・半
壊

し
た

家
屋

等
の

解
体

・撤
去

事
業

　
罹

災
証

明
で

「全
壊

」「
大

規
模

半
壊

」「
半

壊
」と

判
定

さ
れ

た
も

の
を

対
象

と
す

る
。

ま
た

、
罹

災
証

明
書

が
発

行
さ

れ
て

い
な

い
空

家
等

で
あ

っ
て

も
、

倒
壊

の
お

そ
れ

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
場

合
は

対
象

20
18

.8
～

20
19

.9
災

害
廃

棄
物

対
策

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
4

住
宅

の
応

急
修

理
　

半
壊

・大
規

模
半

壊
（全

壊
を

含
む

）の
被

害
を

受
け

た
住

宅
に

対
し

、
再

び
そ

の
住

宅
で

生
活

を
送

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

日
常

生
活

に
必

要
な

最
小

限
度

の
部

分
を

応
急

的
に

補
修

し
、

被
災

者
の

居
住

の
安

定
を

図
る

20
18

.7
～

20
20

.3
都

市
整

備
課

4
5

市
営

住
宅

の
復

旧
・市

営
住

宅
等

の
一

時
使

用
市

営
住

宅
の

災
害

復
旧

工
事

、
市

営
住

宅
等

の
一

時
使

用
（最

長
1年

間
・使

用
料

減
免

）を
行

う
20

18
.7

～
20

19
.8

都
市

整
備

課

5
6

応
急

仮
設

住
宅

の
供

与
　

住
宅

が
全

壊
等

の
被

害
を

受
け

、
自

ら
の

資
力

で
は

住
居

が
確

保
で

き
な

い
被

災
さ

れ
た

方
に

対
し

て
、

愛
媛

県
が

一
時

的
な

住
居

を
無

償
提

供
（徳

森
仮

設
団

地
・大

駄
場

仮
設

団
地

）
20

18
.9

～
20

20
.9

都
市

整
備

課

6
7

災
害

公
営

住
宅

の
整

備
一

時
使

用
入

居
者

や
応

急
仮

設
住

宅
、

応
急

借
り

上
げ

住
宅

等
に

仮
住

ま
い

さ
れ

て
い

る
方

で
、

自
力

再
建

が
困

難
な

被
災

者
の

新
た

な
住

ま
い

の
確

保
を

図
る

た
め

、
災

害
公

営
住

宅
を

整
備

20
18

.1
1～

20
21

.3
都

市
整

備
課

7
8

人
口

減
少

対
策

　
人

口
流

出
対

策
及

び
定

住
対

策
と

し
て

仮
の

住
ま

い
か

ら
、

市
内

住
宅

へ
の

転
居

に
係

る
経

費
に

対
す

る
補

助
制

度
を

創
設

20
19

.4
～

20
21

.3
地

域
活

力
課

8
10

被
災

者
（主

に
要

フ
ォ

ロ
ー

者
）健

康
支

援
　

要
支

援
者

の
巡

回
訪

問
・健

康
相

談
、

避
難

所
・応

急
仮

設
住

宅
・市

営
住

宅
等

一
時

入
居

者
等

の
巡

回
訪

問
・健

康
相

談
、

在
宅

避
難

者
の

要
支

援
者

の
確

認
、

通
常

業
務

の
再

開
と

並
行

し
た

巡
回

訪
問

・相
談

等

20
18

.7
～

20
20

.9
大

洲
市

保
健

セ
ン

タ
ー

9
11

被
災

者
見

守
り

・相
談

支
援

等
事

業
　

仮
設

住
宅

等
へ

の
巡

回
訪

問
等

を
通

じ
た

見
守

り
・声

か
け

、
総

合
相

談
窓

口
と

し
て

生
活

再
建

の
支

援
に

関
す

る
情

報
提

供
、

被
災

住
民

や
周

辺
住

民
同

士
の

交
流

促
進

、
関

係
機

関
（Ｎ

Ｐ
Ｏ

、
自

治
組

織
等

）と
の

連
携

20
18

.1
0～

20
20

.9
社

会
福

祉
課

10
17

介
護

保
険

料
の

減
免

　
被

災
さ

れ
た

方
の

被
災

状
況

に
応

じ
、

介
護

保
険

第
1号

被
保

険
者

の
介

護
保

険
料

の
減

免
20

18
.7

～
20

19
.6

高
齢

福
祉

課

11
18

後
期

高
齢

者
医

療
に

係
る

保
険

料
減

免
　

被
災

さ
れ

た
方

の
被

災
状

況
に

応
じ

て
、

保
険

料
を

減
免

20
18

.7
～

20
19

.6
保

険
年

金
課

12
19

国
民

健
康

保
険

及
び

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
に

係
る

患
者

一
部

負
担

金
の

免
除

　
被

災
さ

れ
た

方
の

被
災

状
況

に
応

じ
て

、
患

者
一

部
負

担
金

を
免

除
20

18
.7

～
20

19
.6

保
険

年
金

課

13
20

介
護

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
の

免
除

　
被

災
さ

れ
た

方
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
の

免
除

措
置

20
18

.7
～

20
19

.6
高

齢
福

祉
課

14
21

市
税

の
減

免
等

　
罹

災
証

明
で

「半
壊

」以
上

の
判

定
と

な
っ

た
方

、
空

き
家

の
所

有
者

で
床

上
浸

水
と

な
っ

た
人

、
共

同
住

宅
の

所
有

者
な

ど
に

対
し

て
の

減
免

措
置

20
18

.7
～

20
19

.7
税

務
課

15
22

集
会

所
の

復
旧

＜
市

立
集

会
所

＞
　

業
者

不
足

に
よ

る
修

繕
の

遅
れ

が
予

想
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
仮

設
集

会
所

の
整

備
に

対
し

て
補

助
制

度
を

創
設

し
、

市
外

業
者

等
を

活
用

し
な

が
ら

、
可

能
な

限
り

早
い

復
旧

修
繕

を
図

る
と

と
も

に
、

集
会

室
の

み
の

部
分

修
繕

発
注

に
よ

り
、

住
民

が
集

ま
る

場
所

の
確

保
を

図
る

＜
地

区
集

会
所

＞
　

地
区

の
意

向
に

応
じ

て
被

災
箇

所
の

修
繕

に
必

要
な

経
費

に
対

し
て

補
助

金
を

交
付

し
、

迅
速

な
復

旧
を

支
援

20
18

.7
～

20
19

.1
2

地
域

活
力

課

16
24

自
治

会
等

活
動

に
対

す
る

支
援

必
要

な
支

援
策

を
講

じ
る

た
め

、
各

自
治

会
に

対
し

て
被

災
状

況
等

を
含

め
た

調
査

を
行

い
、

調
査

結
果

を
踏

ま
え

て
、

自
治

会
等

活
動

の
早

期
再

開
を

図
れ

る
よ

う
に

支
援

策
を

講
じ

る
20

18
.1

2～
20

20
.3

地
域

活
力

課

【
中

期
対

策
 】

（
～

2
0
2
0
年

度
）

１
 市

民
生

活
の

再
生

①
住

宅
対

策

②
生

活
再

建
支

援

③
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

再
生
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 N
o.

大
項

目
中

項
目

事
業

N
o.

小
項

目
概

要
期

間
担

当
部

署

17
25

国
補

災
害

　
公

共
土

木
施

設
災

害
復

旧
事

業
　

河
川

　
14

箇
所

、
道

路
　

82
箇

所
20

18
.7

～
20

21
.3

建
設

課

18
26

国
補

災
害

　
公

共
土

木
施

設
災

害
復

旧
事

業
（大

成
橋

）
　

大
成

橋
流

失
　

Ｌ
＝

11
7.

7ｍ
　

車
道

Ｗ
＝

4.
0ｍ

　
歩

道
Ｗ

＝
2.

0ｍ
20

18
.7

～
20

21
.3

建
設

課

19
28

農
業

集
落

排
水

施
設

災
害

復
旧

事
業

　
冠

水
に

よ
り

、
処

理
場

制
御

盤
、

送
風

機
等

機
器

、
マ

ン
ホ

ー
ル

ポ
ン

プ
制

御
盤

電
気

機
器

類
等

が
破

損
し

、
応

急
的

に
仮

設
制

御
盤

で
稼

働
さ

せ
て

い
る

た
め

、
本

復
旧

工
事

を
実

施
20

18
.7

～
20

19
.9

下
水

道
課

20
29

水
道

施
設

の
本

復
旧

　
上

水
道

施
設

８
箇

所
、

簡
易

水
道

施
設

８
箇

所
の

応
急

仮
復

旧
に

つ
い

て
は

緊
急

的
に

対
応

し
、

市
民

生
活

へ
の

影
響

を
最

低
限

度
に

留
め

、
本

復
旧

を
実

施
20

18
.7

～
20

20
.3

水
道

課

21
31

公
園

施
設

の
早

期
復

旧
　

ふ
れ

あ
い

パ
ー

ク
、

肱
川

緑
地

（肱
南

ピ
ク

ニ
ッ

ク
ラ

ン
ド

、
畑

の
前

河
川

敷
広

場
）の

復
旧

20
18

.1
2～

20
19

.6
都

市
整

備
課

22
35

公
民

館
災

害
復

旧
事

業
　

床
上

浸
水

に
よ

る
久

米
・菅

田
・肱

川
・白

滝
公

民
館

柴
分

館
の

復
旧

20
18

.7
～

20
19

.5
生

涯
学

習
課

23
36

図
書

館
お

よ
び

肱
川

分
館

災
害

復
旧

事
業

　
大

洲
市

立
図

書
館

床
上

浸
水

（1
0c

m
）、

肱
川

分
館

床
上

浸
水

（2
70

cm
）に

よ
り

被
災

し
た

こ
と

か
ら

の
復

旧
20

18
.7

～
20

19
.5

生
涯

学
習

課
（図

書
館

）

24
37

災
害

廃
棄

物
仮

置
場

復
旧

事
業

　
第

1仮
置

場
（大

洲
市

環
境

セ
ン

タ
ー

）、
第

2仮
置

場
（森

林
公

園
）の

復
旧

20
19

.1
～

20
21

.3
災

害
廃

棄
物

対
策

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

25
41

肱
川

農
業

者
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
災

害
復

旧
事

業
　

床
上

浸
水

（1
20

ｃｍ
）に

よ
り

被
災

し
た

こ
と

か
ら

の
復

旧
20

18
.7

～
20

19
.5

文
化

ス
ポ

ー
ツ

課

26
42

大
成

体
育

館
災

害
復

旧
事

業
　

床
上

浸
水

（2
20

ｃｍ
）に

よ
り

被
災

し
た

こ
と

か
ら

の
復

旧
20

18
.7

～
20

19
.7

文
化

ス
ポ

ー
ツ

課

27
43

柴
体

育
館

災
害

復
旧

事
業

　
床

上
浸

水
（6

0ｃ
ｍ

）に
よ

り
被

災
し

た
こ

と
か

ら
の

復
旧

20
18

.7
～

20
19

.6
文

化
ス

ポ
ー

ツ
課

28
44

下
石

丸
ふ

れ
あ

い
広

場
災

害
復

旧
事

業
　

鹿
野

川
ダ

ム
直

下
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

た
め

、
直

接
ダ

ム
放

流
の

影
響

を
受

け
、

ト
イ

レ
及

び
倉

庫
棟

の
設

備
の

み
で

な
く、

グ
ラ

ウ
ン

ド
表

面
も

流
出

し
た

こ
と

か
ら

の
復

旧
20

18
.7

～
20

20
.3

文
化

ス
ポ

ー
ツ

課

29
45

高
砂

運
動

場
災

害
復

旧
事

業
　

浸
水

に
よ

り
、

両
翼

ネ
ッ

ト
フ

ェ
ン

ス
、

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

ゲ
ー

ジ
、

ト
イ

レ
施

設
等

が
破

損
し

真
砂

土
及

び
備

品
倉

庫
4棟

も
流

出
、

ま
た

、
発

災
後

は
、

災
害

廃
棄

物
仮

置
場

（第
5仮

置
場

）と
し

て
使

用
し

た
こ

と
か

ら
の

復
旧

20
18

.7
～

20
19

.6
文

化
ス

ポ
ー

ツ
課

30
46

大
洲

城
遺

物
整

理
事

務
所

災
害

復
旧

事
業

　
肱

川
町

名
荷

谷
に

所
在

す
る

埋
蔵

文
化

財
の

収
蔵

施
設

が
天

井
ま

で
冠

水
し

、
天

井
・扉

・
窓

ガ
ラ

ス
、

室
内

の
収

納
棚

・書
棚

な
ど

が
多

数
破

損
し

た
ほ

か
、

保
管

 し
て

い
た

埋
蔵

文
化

財
・書

類
・写

真
・書

籍
等

も
水

損
し

た
こ

と
か

ら
の

復
旧

20
18

.7
～

20
20

.3
文

化
ス

ポ
ー

ツ
課

31
47

大
成

ふ
れ

あ
い

広
場

災
害

復
旧

事
業

　
浸

水
に

よ
り

、
汚

泥
の

堆
積

や
流

木
等

が
散

乱
し

、
フ

ェ
ン

ス
の

一
部

、
国

旗
掲

揚
台

ポ
ー

ル
も

破
損

、
ま

た
、

発
災

後
は

、
災

害
廃

棄
物

仮
置

場
（第

2指
定

搬
出

場
所

）と
し

て
使

用
し

た
こ

と
か

ら
の

復
旧

20
18

.7
～

20
19

.6
文

化
ス

ポ
ー

ツ
課

32
48

八
幡

浜
・大

洲
地

区
運

動
公

園
復

旧
事

業
　

災
害

廃
棄

物
の

仮
置

場
か

ら
の

復
旧

20
19

.1
～

20
21

.3
災

害
廃

棄
物

対
策

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

２
 生

活
基

盤
の

再
生

③
公

共
施

設
等

の
復

旧
、

機
能

回
復①

道
路

・河
川

等
の

復
旧

②
上

下
水

道
等

の
復

旧
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 N
o.

大
項

目
中

項
目

事
業

N
o.

小
項

目
概

要
期

間
担

当
部

署

33
56

豪
雨

被
害

農
業

共
同

利
用

施
設

整
備

事
業

　
国

・県
・市

が
連

携
し

て
、

被
災

し
た

農
業

の
共

同
利

用
施

設
等

の
修

繕
及

び
再

取
得

、
被

災
施

設
で

集
荷

す
る

農
作

物
を

周
辺

施
設

へ
輸

送
す

る
経

費
、

手
選

果
等

の
作

業
労

賃
な

ど
、

復
旧

ま
で

に
要

す
る

経
費

の
補

助
を

緊
急

的
に

実
施

20
18

.9
～

20
20

.3
農

林
水

産
課

34
57

大
谷

地
区

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

ハ
ウ

ス
モ

デ
ル

温
室

の
復

旧
　

管
理

棟
敷

地
崩

壊
等

に
よ

る
各

施
設

の
復

旧
20

18
.1

0～
20

21
.3

肱
川

支
所

35
58

農
林

水
産

業
基

盤
の

早
期

回
復

　
農

地
、

農
業

用
施

設
、

林
業

施
設

、
漁

港
施

設
の

被
害

に
対

し
て

、
国

補
災

害
復

旧
事

業
及

び
市

単
独

災
害

復
旧

事
業

、
単

独
林

道
災

害
復

旧
事

業
補

助
金

に
て

対
応

20
18

.7
～

20
21

.3
農

山
漁

村
整

備
課

36
59

被
災

農
林

漁
業

者
向

け
経

営
体

育
成

支
援

事
業

　
市

内
農

林
漁

業
者

を
幅

広
く支

援
す

る
た

め
、

国
・県

事
業

の
要

件
に

満
た

な
い

事
業

者
に

対
し

て
、

施
設

（ハ
ウ

ス
等

）や
機

械
等

の
修

繕
・更

新
等

に
係

る
費

用
の

一
部

を
補

助
す

る
事

業
を

創
設

し
、

農
林

漁
業

者
の

生
産

・経
営

の
早

期
再

建
と

営
業

の
安

定
化

を
図

る
た

め
、

復
旧

・復
興

に
要

す
る

経
費

の
補

助
を

緊
急

的
に

実
施

20
18

.9
～

20
20

.3
農

林
水

産
課

37
64

市
単

独
災

害
復

旧
支

援
事

業
補

助
金

　
被

災
し

た
施

設
・設

備
等

の
修

繕
・購

入
補

助
20

18
.7

～
20

19
.9

商
工

産
業

課

38
66

グ
ル

ー
プ

補
助

金
等

の
各

種
補

助
金

の
円

滑
な

活
用

支
援

　
国

の
支

援
制

度
で

、
複

数
の

中
小

企
業

・医
療

法
人

等
が

グ
ル

ー
プ

を
形

成
し

て
「復

興
事

業
計

画
」を

策
定

し
、

申
請

窓
口

と
な

る
愛

媛
県

の
認

定
を

受
け

た
場

合
に

、
そ

の
グ

ル
ー

プ
に

参
加

す
る

事
業

者
が

行
う

施
設

復
旧

等
の

費
用

の
一

部
を

補
助

す
る

も
の

、
グ

ル
ー

プ
補

助
金

を
は

じ
め

、
各

種
補

助
金

の
円

滑
な

活
用

支
援

20
18

.8
～

20
19

.9
商

工
産

業
課

39
67

き
ら

め
く大

洲
支

援
P

Tに
よ

る
支

援
（グ

ル
ー

プ
補

助
金

等
の

各
種

補
助

金
活

用
支

援
な

ど
）

　
支

援
機

関
で

あ
る

、
商

工
会

議
所

、
商

工
会

、
各

金
融

機
関

、
市

及
び

国
・県

が
連

携
し

、
相

談
窓

口
を

設
置

、
グ

ル
ー

プ
補

助
金

に
係

る
グ

ル
ー

プ
形

成
を

サ
ポ

ー
ト

し
、

被
災

事
業

者
の

早
期

復
旧

と
復

興
を

支
援

20
18

.7
～

20
21

.3
商

工
産

業
課

40
③

観
光

の
再

興
73

大
洲

家
族

旅
行

村
オ

ー
ト

キ
ャ

ン
プ

場
運

営
再

開
事

業
　

キ
ャ

ン
プ

場
へ

の
進

入
道

で
あ

る
市

道
冨

士
山

1号
線

が
土

砂
災

害
に

よ
り

通
行

不
能

の
た

め
、

復
旧

す
る

ま
で

の
間

に
お

け
る

施
設

管
理

道
を

利
用

し
た

運
営

の
検

討
・準

備
20

18
.7

～
20

20
.3

観
光

ま
ち

づ
くり

課

41
78

多
様

な
情

報
伝

達
手

段
の

確
保

　
現

在
の

防
災

行
政

無
線

、
防

災
メ

ー
ル

、
テ

レ
ビ

・ラ
ジ

オ
、

消
防

団
等

に
よ

る
伝

達
手

段
に

加
え

、
よ

り
確

実
に

住
民

へ
災

害
情

報
が

伝
え

ら
れ

る
手

段
の

検
討

20
18

.1
0～

20
21

.3
危

機
管

理
課

42
79

消
防

団
へ

の
連

絡
体

制
の

見
直

し
、

消
防

力
の

強
化

　
災

害
対

応
に

当
た

る
消

防
団

の
末

端
団

員
ま

で
、

連
絡

及
び

情
報

が
行

き
届

か
な

い
事

態
の

改
善

を
図

る
た

め
、

全
団

員
へ

の
一

斉
メ

ー
ル

や
無

料
ア

プ
リ

等
を

活
用

し
た

情
報

伝
達

手
段

の
検

討
　

ま
た

、
今

回
の

救
助

活
動

を
教

訓
と

し
て

、
必

要
な

資
機

材
や

車
輛

等
を

整
備

し
、

消
防

力
の

強
化

を
図

る

20
18

.1
0～

20
19

.1
2

危
機

管
理

課

43
②

地
域

防
災

計
画

等
の

見
直

し
82

地
域

防
災

計
画

等
の

見
直

し
　

今
回

の
災

害
に

お
け

る
教

訓
や

防
災

対
応

の
検

証
を

行
い

、
地

域
防

災
計

画
、

地
域

強
靭

化
計

画
、

各
種

マ
ニ

ュ
ア

ル
な

ど
の

見
直

し
を

図
る

20
18

.1
0～

20
21

.3
危

機
管

理
課

44
③

地
域

の
自

主
防

災
力

の
向

上
85

自
主

防
災

組
織

、
自

治
会

、
消

防
団

に
よ

る
広

報
及

び
連

絡
体

制
の

強
化

、
見

直
し

　
携

帯
電

話
や

防
災

行
政

無
線

等
以

外
の

伝
達

手
段

を
探

る
一

方
で

、
自

主
防

災
組

織
、

自
治

会
、

消
防

団
に

よ
る

広
報

及
び

連
絡

体
制

の
強

化
、

見
直

し
20

18
.1

0～
20

20
.3

危
機

管
理

課

45
87

「平
成

30
年

7月
豪

雨
災

害
記

録
誌

作
成

」
事

業
　

今
回

の
災

害
に

つ
い

て
、

被
害

状
況

や
初

期
対

応
、

復
旧

の
取

組
を

記
録

し
、

次
世

代
に

伝
承

し
、

併
せ

て
防

災
、

減
災

に
活

用
が

で
き

る
よ

う
、

災
害

記
録

誌
を

作
成

20
18

.1
0～

20
20

.3
企

画
政

策
課

46
88

浸
水

深
の

表
示

　
今

回
の

災
害

か
ら

の
教

訓
・記

憶
を

風
化

さ
せ

ず
後

世
に

伝
え

、
将

来
の

災
害

に
お

い
て

、
市

民
の

命
を

守
る

安
全

な
地

域
づ

くり
を

進
め

る
た

め
、

公
共

施
設

へ
の

浸
水

深
の

表
示

し
、

市
民

の
防

災
意

識
の

向
上

を
図

る

20
18

.1
0～

20
20

.3
危

機
管

理
課

３
 経

済
・産

業
の

再
生

①
農

林
水

産
業

の
再

生
・再

興

②
商

工
業

の
再

建
支

援

４
 防

災
力

の
向

上

①
防

災
対

策
の

強
化

④
災

害
の

記
録

化
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平
成

3
1
年

3
月

1
日

時
点

N
o
.

大
項

目
中

項
目

事
業

N
o
.

小
項

目
概

要
期

間
担

当
部

署

1
1
2

被
災

者
生

活
再

建
支

援
制

度
の

推
進

　
被

災
者

生
活

再
建

支
援

法
に

基
づ

く
基

礎
支

援
金

及
び

加
算

支
援

金
を

活
用

し
た

生
活

再
建

の
支

援
　

愛
媛

県
被

災
者

生
活

再
建

緊
急

支
援

事
業

に
基

づ
く
特

別
支

援
金

を
活

用
し

た
生

活
再

建
の

支
援

2
0
1
8
.8

～
2
0
2
1
.8

社
会

福
祉

課

2
1
3

要
配

慮
者

（
高

齢
者

等
）
へ

の
支

援
（
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
）

　
被

災
さ

れ
た

高
齢

者
等

の
自

宅
を

訪
問

し
、

健
康

状
態

、
生

活
問

題
等

に
お

い
て

必
要

な
支

援
の

実
態

を
把

握
し

、
適

切
な

サ
ー

ビ
ス

に
繋

げ
て

い
く

2
0
1
8
.7

～
2
0
2
4
.3

高
齢

福
祉

課

3
1
4

被
災

し
た

子
ど

も
へ

の
心

の
ケ

ア
（
特

別
巡

回
相

談
）

　
身

体
的

・
精

神
的

な
不

調
を

訴
え

る
子

ど
も

に
対

し
、

早
期

に
子

ど
も

の
状

態
に

気
づ

き
対

応
す

る
た

め
、

教
職

員
の

研
修

を
行

う
と

と
も

に
、

子
ど

も
た

ち
の

心
の

ケ
ア

を
行

う
た

め
、

専
門

的
知

識
を

持
っ

た
相

談
員

に
よ

る
特

別
巡

回
相

談
等

を
実

施

2
0
1
8
.7

～
2
0
2
4
.3

教
育

総
務

課

4
4
9

被
災

し
た

保
育

所
の

復
旧

　
床

上
浸

水
に

よ
る

白
滝

保
育

所
の

復
旧

・
再

開
、

肱
南

・
三

善
・
大

成
保

育
所

は
「
大

洲
市

立
幼

稚
園

・
保

育
所

再
編

計
画

」
を

平
成

3
0
年

度
中

に
策

定
2
0
1
8
.7

～
2
0
2
4
.3

子
育

て
支

援
課

5
5
1

肱
川

中
学

校
施

設
整

備
事

業
　

特
別

教
室

棟
（
1
4
0
㎝

）
及

び
屋

内
運

動
場

（
1
4
0
㎝

）
の

床
上

浸
水

、
運

動
場

の
冠

水
ほ

か
に

よ
る

こ
と

か
ら

復
旧

・
改

築
整

備
2
0
1
8
.7

～
2
0
2
4
.3

教
育

総
務

課

6
5
2

公
共

交
通

の
維

持
・
確

保

　
被

災
に

よ
り

交
通

手
段

の
確

保
が

困
難

な
地

域
に

つ
い

て
は

、
道

路
通

行
制

限
等

の
条

件
に

応
じ

て
、

公
用

車
や

リ
ー

ス
車

両
を

活
用

し
、

交
通

手
段

の
確

保
を

図
る

　
被

災
地

の
交

通
利

便
性

の
確

保
・
向

上
に

向
け

て
、

地
域

公
共

交
通

網
形

成
計

画
に

基
づ

き
、

幹
線

の
維

持
・
確

保
及

び
支

線
の

見
直

し
を

進
め

る
　

鹿
野

川
バ

ス
待

合
所

（
交

通
結

節
点

）
に

つ
い

て
は

、
鹿

野
川

地
区

整
備

計
画

に
合

わ
せ

て
バ

ス
停

の
位

置
等

を
検

討
し

、
必

要
に

応
じ

て
整

備
を

進
め

る

2
0
1
8
.7

～
2
0
2
4
.3

地
域

活
力

課

7
5
3

市
内

高
速

情
報

通
信

網
（
光

回
線

）
の

整
備

の
検

討

　
各

地
域

に
よ

っ
て

様
々

な
通

信
環

境
で

あ
り

、
地

域
の

復
興

の
た

め
に

、
全

域
で

光
通

信
が

可
能

と
な

る
通

信
網

の
検

討
　

今
後

も
、

発
生

が
懸

念
さ

れ
る

災
害

に
備

え
る

た
め

に
、

災
害

に
強

い
通

信
基

盤
の

整
備

が
必

要
で

あ
り

、
民

間
通

信
事

業
者

に
よ

る
通

信
網

の
確

立
を

目
指

す

2
0
1
8
.7

～
2
0
2
4
.3

情
報

管
理

課

8
①

農
林

水
産

業
の

再
生

・
再

興
6
3

農
業

に
お

け
る

生
鮮

物
流

の
強

化
支

援
　

災
害

時
で

も
機

能
し

得
る

、
既

存
の

物
流

ル
ー

ト
と

は
異

な
る

物
流

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

、
検

証
・
整

備
2
0
1
8
.7

～
2
0
2
4
.3

農
林

水
産

課

9
6
5

市
単

独
災

害
復

旧
資

金
利

子
補

給
　

復
旧

に
向

け
て

下
次

の
機

関
（
融

資
制

度
）
か

ら
借

入
れ

し
た

融
資

の
利

子
補

給
2
0
1
8
.7

～
2
0
3
0
.3

商
工

産
業

課

1
0

6
8

企
業

用
地

の
確

保
と

企
業

留
置

　
水

害
に

よ
る

リ
ス

ク
を

回
避

す
る

た
め

、
移

転
を

検
討

す
る

企
業

及
び

今
後

予
定

さ
れ

る
堤

防
整

備
に

よ
り

移
転

を
余

儀
な

く
さ

れ
る

企
業

に
対

す
る

事
業

用
地

の
確

保
と

、
中

小
企

業
等

自
ら

が
実

施
す

る
浸

水
対

策
を

促
進

す
る

た
め

、
防

災
対

策
支

援
事

業
補

助
金

に
よ

り
、

事
業

費
の

一
部

を
補

助

2
0
1
8
.7

～
2
0
2
2
.3

商
工

産
業

課

1
1

6
9

事
業

承
継

（
創

業
支

援
）
の

強
化

　
支

援
機

関
で

あ
る

商
工

会
議

所
、

商
工

会
、

各
金

融
機

関
、

市
及

び
県

産
業

振
興

財
団

等
が

連
携

し
、

後
継

者
不

在
の

事
業

者
等

を
調

査
、

個
別

相
談

に
応

じ
な

が
ら

、
若

い
創

業
の

芽
を

取
り

込
む

形
で

事
業

承
継

を
活

性
化

2
0
1
8
.7

～
2
0
2
4
.3

商
工

産
業

課

1
2

7
4

着
地

型
観

光
振

興
の

た
め

の
拠

点
の

形
成

　
県

都
・
松

山
を

訪
れ

る
観

光
客

並
び

に
東

・
中

予
の

住
民

を
当

地
域

へ
誘

引
す

る
た

め
の

拠
点

整
備

に
つ

い
て

、
県

・
南

予
各

市
町

等
と

も
協

調
し

な
が

ら
検

証
・
整

備
し

て
い

く
2
0
1
8
.7

～
2
0
2
4
.3

観
光

ま
ち

づ
く
り

課

1
3

7
5

市
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

推
進

事
業

・
市

地
域

未
来

投
資

促
進

事
業

　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

推
進

事
業

（
南

予
博

N
E
X

T
・
D

M
O

設
立

等
）
及

び
市

地
域

未
来

投
資

促
進

事
業

（
歴

史
的

資
源

を
活

用
し

た
観

光
ま

ち
づ

く
り

）
を

一
層

推
進

し
、

復
興

の
ひ

と
つ

の
道

標
と

し
て

、
ま

た
政

府
等

と
の

連
携

受
け

皿
事

業
と

し
て

、
事

業
を

推
進

2
0
1
8
.7

～
2
0
2
4
.3

観
光

ま
ち

づ
く
り

課

1
4

7
7

防
災

行
政

無
線

の
修

繕
及

び
デ

ジ
タ

ル
化

に
よ

る
整

備

　
水

没
し

た
防

災
行

政
無

線
の

各
機

器
の

修
繕

を
図

る
と

と
も

に
、

肱
川

・
河

辺
地

区
の

防
災

行
政

無
線

の
デ

ジ
タ

ル
化

に
よ

る
整

備
促

進
、

戸
別

受
信

機
の

配
付

な
ど

各
戸

の
聞

き
取

り
環

境
の

改
善

を
図

る

2
0
1
8
.8

～
2
0
2
2
.1

1
危

機
管

理
課

1
5

8
0

国
・
県

に
よ

る
河

川
激

甚
災

害
対

策
特

別
緊

急
事

業
へ

の
協

力
・
支

援

　
国

及
び

県
に

よ
る

概
ね

5
年

間
で

緊
急

的
に

再
度

災
害

防
止

対
策

を
図

る
河

川
激

甚
　

災
害

対
策

特
別

緊
急

事
業

（
激

特
事

業
）
を

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
、

用
地

事
務

や
地

元
調

整
等

の
協

力
・
支

援

2
0
1
8
.1

0
～

2
0
2
4
.3

治
水

課

1
6

8
1

肱
川

減
災

対
策

計
画

（
内

水
対

策
）
の

見
直

し

　
現

在
の

減
災

対
策

計
画

は
、

近
年

の
大

規
模

洪
水

と
な

っ
た

平
成

1
6
年

、
1
7
年

、
2
3
年

の
同

規
模

洪
水

の
再

度
災

害
防

止
を

目
標

と
し

て
、

国
、

県
、

市
が

そ
れ

ぞ
れ

の
取

組
を

行
う

た
め

策
定

さ
れ

て
い

る
が

、
今

回
の

豪
雨

災
害

を
受

け
て

、
洪

水
規

模
に

合
わ

せ
た

抜
本

的
な

見
直

し

2
0
1
8
.1

0
～

2
0
2
2
.3

治
水

課

1
7

8
3

自
主

防
災

組
織

の
育

成
強

化

　
今

回
の

災
害

に
お

い
て

、
自

主
防

災
組

織
が

機
能

し
な

か
っ

た
と

こ
ろ

も
あ

る
た

め
、

そ
の

原
因

を
把

握
し

、
そ

の
解

消
に

努
め

、
防

災
研

修
の

実
施

な
ど

に
よ

る
育

成
強

化
　

三
善

地
区

が
取

り
組

ま
れ

て
い

た
、

地
域

住
民

自
ら

災
害

が
予

想
さ

れ
る

時
に

避
難

す
る

場
所

や
そ

の
場

所
へ

の
経

路
な

ど
命

を
守

る
た

め
の

情
報

を
認

識
す

る
「
災

害
・
避

難
カ

ー
ド

」
作

成
の

取
組

を
市

内
の

全
域

で
実

施
・
推

進

2
0
1
8
.1

0
～

2
0
2
4
.3

危
機

管
理

課

1
8

8
4

防
災

意
識

の
啓

発

　
今

回
の

災
害

か
ら

の
教

訓
・
記

憶
を

風
化

さ
せ

ず
後

世
に

伝
え

、
将

来
の

災
害

に
お

い
て

、
市

民
の

命
を

守
る

安
全

な
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

た
め

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
配

布
及

び
公

共
施

設
へ

の
浸

水
深

の
表

示
に

加
え

、
地

区
防

災
計

画
の

策
定

を
推

進
し

、
市

民
の

防
災

意
識

の
向

上
を

図
る

2
0
1
8
.1

0
～

2
0
2
4
.3

危
機

管
理

課

1
9

④
災

害
の

記
録

化
8
6

災
害

の
記

録
化

　
今

回
の

よ
う

な
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
場

合
で

も
、

迅
速

で
適

切
な

対
応

が
と

れ
る

よ
う

、
今

回
の

災
害

対
応

を
記

録
化

2
0
1
8
.1

0
～

2
0
2
4
.3

危
機

管
理

課

【
長

期
対

策
】
（
～

2
0
2
3
年

度
）

１
 市

民
生

活
の

再
生

②
生

活
再

建
支

援

２
 生

活
基

盤
の

再
生

③
公

共
施

設
等

の
復

旧
、

機
能

回
復 ④

社
会

基
盤

の
整

備

３
 経

済
・
産

業
の

再
生

②
商

工
業

の
再

建
支

援

③
観

光
の

再
興

４
 防

災
力

の
向

上

①
防

災
対

策
の

強
化

③
地

域
の

自
主

防
災

力
の

向
上


